
 

令和元年度 長野保健医療大学 事業報告 

 

 

Ⅰ 事業の概要 

 看護学部 1期生を迎えた本年度は、年度目標に「協働」を掲げ、2学部 2学科による「地域で学び、

地域を学び、地域で育ち、地域も育つ」連携教育に取り組んだ。組織面では全学的に教養、研究、健康

管理を担う 3センターと事務局企画部を設置し、加えて事務局の人員を増加し体制強化を行った。拡大

した組織間の意思疎通を図るため、部門長会議を毎月開催するとともに、教授会、各委員会は全学より

選出された教職員で構成し、一体的な運用を進めた。 

 

Ⅱ 教育研究活動 

（1） 教員構成 

 

 

 

R1.5.1現在

人数計 男 女 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～

学長 1 1 1

副学長 2 1 1 1 1

教授 15 10 5 3 3 7 2

准教授 4 1 3 4

講師 7 3 4 2 3 2

助教 5 3 2 2 1 2

助手 1 1 1

計 35 19 16 0 3 5 11 12 4

兼任教員 89 62 27

専任教員一人当たりの学生数（保健科学部） 15.5 人

専任教員一人当たりの学生数（看護学部） 7.1 人

専
任
教
員

性別 年齢構成



 

（2） 学生数（R1.5.1現在） 

 1年 2年 3年 4年 計 

理学療法学専攻 45 49 45 42 181 

作業療法学専攻 48 42 33 37 160 

リハビリテーション学科 計 93 91 78 79 341 

看護学科 85    85 

合計 178 91 78 79 426 

 

 （3）卒業・学位授与の状況 

理学療法学専攻 42 

作業療法学専攻 35 

学科合計 77 

 

（4）国家試験の結果 （令和 2年 2月 23日実施） 

 受験者数 合格者数 合格率 全国の合格率 

第 55回理学療法士 42 40 95.2％ 86.4％ 

第 55回作業療法士 35 35 100.0％ 87.3％ 

 

 

（5）研究活動について 

 ・科学研究費助成事業として、本学教員を研究代表者とする研究 2 件（新規 1 件・継続 1 件）、研究

分担者とする研究 3件（新規 3件）について補助金交付された。また、個々の研究成果については

「長野保健医療大学紀要」にて公表している。 

 ・全学対象とする「業績報告会」を新規に開催し、両学部及び職員より 15演題が報告された。 

 

Ⅲ 地域との連携 

（1）地域貢献 

・同窓会との共催による生涯学習講座を 2回開催した。なお、台風 19号災害の影響により 10月に予



定していた講座は中止した。 

日付 テーマ 参加人数 

8月 24日 認知症の解剖学的知識からセラピストの役割まで 81人 

2月 1日 膝関節疾患に対する臨床推論～知識技術をどう活かすか 27人 

 ・各種団体が開催する講習会等に本学教員を講師として派遣した（67件）。 

 ・看護学部の実習施設に勤務する看護管理者を対象に「看護管理者研修」（全 4回）を開催。68名

が受講し、修了者には終了証を交付。 

 ・台風 19号災害への対応として、学生・教職員延べ 53名がボランティアに参加。大学及びクリニ

ックにて災害義援金を募集し、長野県災害対策本部に寄付。 

 

（2）連携協定 

・川中島地区住民自治協議会との連携事業を以下のとおり実施。 

日付 内 容 参加人数 

5月 25日 第 1回すこやか歩行測定会 32人 

10月 5日 住民福祉大会での記念講演（学長） 80人 

11月 16日 第 2回すこやか歩行測定会 42人 

 

・飯山市との連携事業を以下のとおり実施。 

日付 内 容 参加人数 

9月 11日～ 飯山市ケーブルテレビにて「バランス体操」を放映  

9月 26日 連携記念講演会「歩行長寿を延ばそう」 82人 

 

・長野県議会と包括的連携協定を締結（R1.11.1）。 

 

Ⅳ 学生募集 

（1）2020年度の学校説明会としてオープンキャンパスを 6回（H31.3実施の 1回及び高校進路指導

主事対象 1回を含む）開催し、1,169人の参加者を得た（前年 1,166人）。また、高校内説明会及

び学校見学会等を 120回実施した（前年は 138回実施）。 

 



（2）入学試験結果は次頁のとおり。本年度は、両学部とも出願者が昨年を上回る結果となった（第一

志望の出願者数で前年比 115％）。要因としては、センター利用入試の導入による大学の認知度向

上、看護学部におけるＡＯ入試の実施、在学生の協力によるオープンキャンパスの活性化などが挙

げられる。 

   

 

Ⅴ 施設設備の充実 

 ・本館の無線 LANを増設。 

 ・学生ホール照明及び外灯の LED化工事。 

・体幹歩行動揺計、酸素吸入シミュレーション装置等を導入。 

・南館にAEDを設置。 

 ・Windows7サポート終了に伴う学内パソコンの更新。 

 ・電子ジャーナル「医書 JP」を新規契約し、雑誌 1496誌、書籍 2020冊の同時閲覧を可能とした。 

 

Ⅵ 許認可関係等 

（1）大学院設置関係 

R1.6 大学院設置準備委員会の開催（R2.2までに計 5回開催） 

R1.11 入学意向等に関するアンケート調査実施 

R2.3 文部科学省大学設置室へ大学院設置認可申請書を提出（R2.3.17） 

 文部科学省私学行政課へ寄附行為変更認可申請書を提出（R2.3.17） 

 

（2）大学設置履行状況調査 

令和元年度の調査において、大学設置分科会からは「指摘事項なし」、学校法人分科会からは改

善意見 1点が付された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【法人の概要等】 

（1） 建学の精神 

学校法人四徳学園は、「徳風洽四海」（徳風四海にあまねく）の精神を基本として豊か

な人間性と医療に関する高い知識・技術を備えた人材を養成することを理念とする。 

長野保健医療大学は、「四徳」を学び、他者に共感し、自己研鑽に励むことにより、人

を慈しむ心である「仁心」を醸成・涵養し、保健・医療・福祉の専門職として必要かつ

十分な知識と技能を修得することにより、「妙術」を目指し生涯にわたり修練と研鑽を

重ねる基礎を身に着けた人材の育成を教育理念とする。 

 

（2） 設置する学校・学部・学科 

長野保健医療大学（長野県長野市川中島町今井原 11-1） 

 保健科学部リハビリテーション学科（入学定員 80名） 

  ・理学療法学専攻の概要 

理学療法士は Physical Therapist=PTと呼ばれ、リハビリテーション医療の中心

的役割を担う。理学療法学専攻では、国家試験受験に必要な科目はもちろん、実

習を重視したカリキュラム構成で、臨床に強い理学療法士の育成をめざしている。

学びを通して、人間をみつめる姿勢や障害に対する考え方など、理学療法士とし

ての資質も育てる。 

・作業療法学専攻の概要 

作業療法士は Occupational Therapist=OT と呼ばれ、患者さんが日常生活や社 

会生活が送れるように、対応力や機能の回復・改善を図る。作業療法学専攻では、

国家試験受験に必要な科目はもちろん、病や障害をもって生活することはどうい

うことかを実習を通して実践的に学びながら、幅広い場面で活躍できる作業療法

士を育成する。知識・技術とともに人間的魅力のある作業療法士の資質も磨く。 

 看護学部看護学科（入学定員 80名） 

・看護学科の概要 

看護という仕事は人間をまるごと理解し、看護の知識とスキルを用いて相手の健 

康生活を支えていくことに価値を置き、倫理的で科学的な判断が要求される、バ

ランスのとれた知的レベルの高い仕事である。看護学科では、「地域で学び、地域

を学ぶ」を学びの特長とし、国家試験に必要な科目だけでなく、地域の中核病院



等での臨地実修や多職種連携教育に関連するカリキュラム構成により、生活基盤

を支える質の高い専門職業人、地域包括ケアシステムに寄与する専門職、チーム

医療の中核としての看護職者の育成を目指す。 

 

（3） 経営 

本学の主たる収入源は学生生徒等納付金であるが、入学定員充足率は開学後 5 年間の

毎年度 100％超で安定的に推移している。過去 5 年間は大学開学後の学年進行中のた

め経常費補助金の対象外期間であり、また平成 30年度は看護学部新設の設置経費支出

などがあったが、資金繰りは年度予算により計画的に確保されている。また、借入金に

ついては日本私立学校振興・共済事業団及び市中銀行からの借入金を計画通り返済し

ており、負債償還率は低水準となっている。学生生徒等納付金を主たる収入源とする

本学においては、引き続き入学定員を超える学生確保を堅持することが重要である。

これまでの広報活動を基本としつつ、入試制度の多様化、複数科の医療系大学として

の強みをわかりやすくＰＲする。また、科学研究費補助金や寄付金募集など、外部資金

の獲得に注力する。 

 








